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Windows機能の和暦の新元号を表記できる
ようにしました。 
新元号に変わった場合、Windowsのアップ
デートだけでお客様情報の和暦に新元号が表
記されるようになります。 

和暦の新元号表記対応 

ARCHITREND ZERO、リフォームエディシ
ョン、J-BIM施工図 CADの 64ビット版の追
加に伴い、ARCHITREND Manager から 32
ビット版と 64ビット版を切り替えて起動で
きるようにしました。 
また、ARCHITRENDリフォームパレットの
起動もできるようにしました。 

64ビット版アプリケーション起動 

間取りを検索する機能を追加しました。指定
した条件で、ARCHITREND ZEROの物件デ
ータを検索します。 
過去に作成した物件データを活用することが
できます。 

間取り検索機能を追加 
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リフォームパレットも
Manager からの起動
が可能です。 
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ARCHITREND Modelioに追加された「施工
加算面積」に対応しました。 
Modelioのプラン情報を取り込んだ時に、
「施工加算面積」を考慮した施工床面積をセッ
トするようにしました。 

Modelioの施工加算面積追加対応 

法改正により新設された用途地域「田園住居
地域」を追加しました。 
工事情報ページの敷地情報にある用途地域で
「田園住居地域」の選択ができます。 
また、物件データの詳細情報から「田園住居
地域」の取り込みができるようになります。 

田園住居地域の対応 

ARCHITREND ZEROでリフォームプランの
作成が可能になり、現況図と作成した計画図
物件データのプレビューなどに対応しまし
た。 

リフォーム物件データの対応 

ARCHITREND ZERO 作成の
計画図物件データ 

ARCHITREND ZERO の現況図物件データを
参照して入力した解体、撤去の指示データ 

【Modelio：延床面積判定】 

施工加算面積を
考慮してセット 


